
 

お知らせ 

 

 

 

報道各位                                                         NO；07-00035A 

                                       2007 年 8 月 29 日 

                                  

 

団塊・シニア世代の男性、学ぶ意欲に燃える 
～ 第 2 の人生を輝かせたい世代に、日本語教師養成講座が人気 ～ 

 

 

ヒューマンホールディングス株式会社の事業子会社で教育事業を展開するヒューマンアカデミー株式会社（本

社：東京都新宿区、代表取締役：磯村 英孝 以下ヒューマンアカデミー）の日本語教師養成講座では、50 代以

上のいわゆる団塊・シニア世代の男性受講生が多く見受けられます。 

 
■日本語教師養成講座 受講生に団塊・シニア世代の男性が目立つ 

資格取得・キャリアアップのヒューマンアカデミーが開講する、日本語教師養成講座は、日本語学・言語学の基

礎知識から実践的な教授法をまでを幅広く学ぶ、文化庁の新シラバスに対応したコースです。最近、講座受講生

に、定年退職後に教師として従事するために会社に勤務しながら受講する 50 代の男性や、会社を定年退職してか

ら日本語教師を目指して受講する男性の姿が目立ちます。 

 

■注目される、現代の団塊・シニア世代の特徴 

日本の総人口に占める割合の大きさや世代の特性から、消費マーケットからも注目されている団塊～シニア世

代。この世代の特徴として、仕事、ボランティア、趣味、すべてにおいて「生涯現役」スタイルを望み、定年を「老後」

「引退」など、この世代を表す既存のイメージではなく「新たな出発」と捉えているようです。また、定年後の暮らし方

として、「社会的役割」を持つことを希望すると同時に、「定年前と同じ会社で常勤」よりも「組織に束縛されない自由

な生活」を好む傾向にあります。一方で、お金の使い道の調査では、男女とも「海外旅行」が上位に入ることからも、

この年代の海外志向が高いことがわかります。 
 

■団塊・シニア男性を惹きつける日本語教師の魅力とは？ 
受講生の傾向を見ると、比較的高学歴で上場企業出身者、また海外や外国人に気後れしない海外赴任経験者

や外資系企業勤務といった経歴の男性が多く見られます。 憧れの「教師」として新たな出発ができる点、ボランティ

アとして社会貢献ができ、社会的役割を担える点、時間的にゆとりを持って働ける点から、日本語教師への関心の

高さに繋がっていることが考えられます。 
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★-☆ 受講生インタビュー ★-☆ 

 

元公立中学校長 大竹隆一さん（61 歳）     

「夢は海外で日本語を教えること」 
 

●前職について教えて下さい。 
埼玉県内の公立中学で 3 月まで校長を務め、3 月で定年退職しました。4 月からヒュ

ーマンアカデミー大宮校で日本語教師養成講座を受講しています。 

 
●日本語教師を目指そうと思ったきっかけは何ですか？ 
半年ほど前、退職の時期が近づいてくるなか、日本語教師に限らず何か新しい勉強

がしたい、と漠然と考えていました。過去に校長を務めた中学校がニュージーランド

やカナダに提携姉妹校を持っており、同行した経緯から海外に目が向いたこともあり、日本語を教えるボランティア

をしながら、海外の生活習慣を身につけることに興味を持ちました。 
 
●同じ「教える」職とはいえ、ずいぶん大きな方向転換では？ 
ええ、私はずっと学校教育の世界に身を置いていたので、「同じ分野で人生が終わってしまうのではないか？」とい

う危機感も感じており、60 歳という節目をきっかけに他の分野にもチャレンジしていきたいという希望もありました。 

 
●数ある日本語教師のための学校の中から、ヒューマンアカデミーを選んだ理由は？ 
通いやすい立地条件もありますが、学校選びをしていた際、カリキュラムがもっとも充実していると思ったからです。 
 
●受講を始めてから 5 ヶ月ほど立ちますが、授業の内容はどうですか？ 面白いですか？ 

現在は全420時間の講座を週3回のペースで受講しており、大体1年半くらいで修了する目安で進めていますが、

正直、苦戦中です（笑）！ 元々数学を教えていた理系人間でもあり、数学と言語学は発想が全く違うため、理解す

るのに苦労しています。周りの若い受講生さんと比べて記憶力も落ちているでしょうし･･･。 

 

●それは大変ですね！   
それでも、最近講義を受けた「教授法」は、五十音のそれぞれの字を、事例を用いながら教えるという内容で、知的

好奇心を刺激しながら生徒を育てていくという、自分が教師として経験してきたノウハウを活かせるため、やりがいを

感じています。 
 
●将来の計画について教えて下さい。 
将来的には、1 年半で講座を修了した後、職を得る上でさらに信頼度を高めるために、日本語教育能力検定試験

に挑戦して合格したいです。国内でボランティアとして経験を積んだ後、2 年後には南米で日本語教師のボランテ

ィア活動に関わりたいと考えています。あくまでも予定ですが（笑）。英語圏でのボランティア先で英語を習得して、

自由に世界を旅行してみたい、という思いもあります。英語は世界共通語ですから。夢は広がりますよ。毎日を楽し

むことが、生きている証しでもありますしね。 

 

 

会社概要 
ヒューマンアカデミー株式会社 

●代表者 ：代表取締役  磯村 英孝  ●資本金 ：１億円 

●所在地 ：新宿区西新宿６－６－２ 新宿国際ビル５F ●売上高 ：１７４億３１００万円（２００７年３月期） 
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